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第34号
平成29年３月15日
村山市芸術文化協議会

　

第
五
十
二
回
村
山
市
芸
術
祭
シ

ン
ボ
ル
事
業
「
家
田
荘
子
氏
講
演

会
」
が
十
二
月
十
一
日
、
甑
葉
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ
！
む
ら
や
ま
夢
大
学
市
民
委
員

会
と
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
田
荘
子
さ
ん
は
、
女
優
や
Ｏ

Ｌ
な
ど
十
以
上
の
職
歴
を
経
て
作

家
に
な
り
、「
極
道
の
妻
た
ち
」

®
や
「
女
性
の
た
め
の
般
若
心

経
」
な
ど
多
数
の
著
書
が
あ
り
ま

す
。
近
年
は
高
野
山
真
言
宗
の
僧

侶
と
し
て
、
高
野
山
の
奥
の
院
や

総
本
山
金
剛
峯
寺
で
法
話
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

講
演
は
、「
自
分
ら
し
い
生
き

方
を
～
い
ま
こ
そ
一
歩
前
へ
～
」

を
テ
ー
マ
に
語
ら
れ
、
家
田
さ
ん

の
作
家
を
目
指
す
ま
で
の
経
緯
や
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
を
執
筆

す
る
際
の
取
材
の
事
実
談
や
、
自

分
を
見
つ
め
な
お
す
機
会
の
大
切

さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

長
時
間
の
講
演
で
し
た
が
、
来

場
し
た
皆
さ
ん
は
、
興
味
深
い
お

話
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
大
雪
に
も
か
か
わ
ら

ず
大
勢
の
方
が
会
場
に
詰
め
掛
け
、

講
演
終
了
後
に
行
わ
れ
た
サ
イ
ン

会
で
も
、
家
田
さ
ん
と
近
く
で
触

れ
合
え
る
貴
重
な
機
会
に
多
く
の

方
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

第
52
回
村
山
市
芸
術
祭
シ
ン
ボ
ル
事
業

GOGO! むらやま夢大学2016
第52回村山市芸術祭シンボル事業

家田荘子氏
     講演会

演　題
　自分らしい生き方を　

～今こそ一歩前へ～

家田荘子（いえだ　しょうこ）
＊作家・高野山真言宗僧侶
日本大学芸術学部放送学科卒業。高野山大学大学院修士
課程修了。
女優、OLなど十以上の職歴を経て作家になる。
1991年、『私を抱いてそしてキスして－エイズ患者と過
ごした一年の壮絶記録』で大宅壮一ノンフィクション賞
受賞。2007年、高野山大学にて伝法灌頂を受け、僧侶に。
住職の資格を持つ。高野山の奥の院、または総本山金剛
峯寺にて駐在（不定期）し、法話を行っている。

■著作：『極道の妻たち』Ⓡ『歌舞伎町シノギの人々』、
　　　　『四国八十八カ所つなぎ遍路』など132作品。
■近著：『女性のための般若心経』（サンマーク出版）、
　　　　『少女犯罪』（ポプラ社）
　　　　『昼、介護職。夜、デリヘル嬢。』（ブックマン社）
■主な役職：高野山本山布教師、
　　　　　　高野山高等学校特任講師、
　　　　　　高知県観光特使、
　　　　　　大阪府泉佐野市観光大使、
　　　　　　厚生労働省偽造医薬品・指定薬物対策推進
　　　　　　会議構成員

会　場　甑葉プラザ　甑葉ホール
入場料　1,000 円　（高校生以下　無料）

2016年12月11日（日）
開演/午後２時　　開場/１時30分

主催：ＧＯＧＯ! むらやま夢大学市民委員会・村山市教育委員会　　　共催：村山市芸術文化協議会
お問合せ先：村山市教育委員会生涯学習課　0237-55-2111（内線 334）

無料託児室をご利用の場合
は、１週間前までに下記（生
涯学習課）へお申し込みくだ
さい。（要予約）

チケットは、生涯学習課（市役所 3階）・甑葉プラザ・市民会館等にてご購入ください。
高校生以下の方は、当日、会場受付へお越し下さい。

家
田
荘
子
氏
講
演
会
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第
五
十
二
回
村
山
市
芸
術
祭
は
、

十
月
二
十
七
日
に
芸
術
文
化
功
労

者
表
彰
式
・
開
幕
パ
ー
テ
ィ
を
皮

切
り
に
約
一
カ
月
半
に
わ
た
り
、

展
示
・
公
演
部
門
に
加
盟
団
体
は

も
と
よ
り
芸
術
文
化
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
各
種
サ
ー
ク
ル
の
参
加

を
得
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
、
深
刻

な
後
継
者
不
足
を
抱
え
る
厳
し
い

環
境
の
中
、
日
夜
研
鑽
を
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
は
会
期
中
ほ
と
ん
ど
の
公

演
・
展
示
を
観
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
感
じ
た
こ
と
は
、
観
客

数
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
る
事

で
し
た
。
分
野
に
よ
っ
て
は
、

も
っ
と
観
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に

働
き
か
け
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
自
分
が
好
き
な
も
の
を
自

分
が
演
じ
て
（
又
は
展
示
）
自
分

た
ち
だ
け
で
楽
し
め
ば
よ
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
多

く
の
人
た
ち
に
観
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
向
上
し
て
い
き
、
広

が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
か
ら

で
す
。

　

反
面
、
昨
年
は
文
化
の
殿
堂
と

し
て
昭
和
四
十
一
年
に
落
成
し
た

村
山
市
民
会
館
五
十
周
年
記
念
に

ふ
さ
わ
し
く
、
多
彩
な
事
業
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
山
形
交
響
楽
団
ユ
ア
タ

ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
村
山
公
演
で
は

名
誉
市
民
の
村
山
千
秋
さ
ん
が
思

い
出
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」

を
指
揮
、
復
興
応
援
ソ
ン
グ
「
大

地
の
祈
り
」
を
市
出
身
の
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
齊
藤
智
子
さ
ん
と
と
も
に

地
元
合
唱
団
「
フ
ェ
ブ
リ
エ
」
が

歌
い
上
げ
、
満
席
の
観
客
に
深
い

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
事
業
と
し
て

Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
む
ら
や
ま
夢
大
学
市

民
委
員
会
と
の
共
催
で
実
施
し
た

「
家
田
荘
子
氏
講
演
会
」
そ
の
他

の
記
念
事
業
に
お
い
て
、
い
ず
れ

も
ほ
ぼ
満
席
と
い
う
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
当
局
と
芸
術

文
化
協
議
会
と
の
連
携
を
図
り
、

芸
文
会
員
の
ご
尽
力
と
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と

と
改
め
て
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
、
今
後

と
も
芸
術
文
化
活
動
に
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

第
五
十
二
回
市
芸
術
祭
に

　

�

つ
い
て
思
っ
た
こ
と

村
山
市
芸
術
文
化
協
議
会

�

会�

長
　
須　

藤　

正　

義

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
芸
術
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て
長
年
愛
さ
れ
て

き
た
市
民
会
館
は
、
平
成
二
十
八

年
度
に
開
館
五
十
周
年
を
迎
え
、

そ
れ
を
記
念
し
て
多
彩
な
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
、
山
形
交
響
楽
団
ユ

ア
タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
村
山
公
演

「
大
地
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
村
山
市
名
誉
市

民
で
山
響
創
立
名
誉
指
揮
者
の
村

川
千
秋
氏
の
指
揮
に
よ
る
シ
ベ
リ

ウ
ス
の
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
最
後
は
、
市
出
身
の

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
齊
藤
智
子
さ
ん
と

混
声
合
唱
団
フ
ェ
ブ
リ
エ
と
村
山

女
声
コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
よ
る

合
唱
で
復
興
応
援
ソ
ン
グ
「
大
地

の
祈
り
」
が
披
露
さ
れ
、
満
員
の

客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

十
月
に
は
「
森
山
良
子
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

森
山
さ
ん
は
市
民
会
館
の
開
館
と

同
じ
、
デ
ビ
ュ
ー
五
十
周
年
の
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
で
、
デ

ビ
ュ
ー
曲
の
「
こ
の
広
い
野
原

い
っ
ぱ
い
」、「
涙
そ
う
そ
う
」
や

「
さ
と
う
き
び
畑
」
な
ど
数
々
の

ヒ
ッ
ト
曲
の
ほ
か
ポ
ッ
プ
ス
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
曲
な
ど
を
熱
唱
し
ま

し
た
。
透
明
感
の
あ
る
歌
声
に
来

場
者
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

十
一
月
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ

「
俳
句
王
国
が
ゆ
く
」
の
公
開
収

録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
は
Ｕ
字
工
事
の
お
二
人
、

主
宰
に
坊
城
俊
樹
さ
ん
、
ゲ
ス
ト

に
は
ビ
ー
ト
き
よ
し
さ
ん
、
吉
木

り
さ
さ
ん
。

　

ご
当
地
俳
句
バ
ト
ル
で
は
「
最

上
川
三
難
所
」・
「
板
そ
ば
」・

「
居
合
」
を
テ
ー
マ
に
句
を
詠
み
、

俳
句
王
国
チ
ー
ム
と
村
山
チ
ー
ム

が
対
戦
し
ま
し
た
。
村
山
チ
ー
ム

に
は
大
場
ひ
ろ
み
さ
ん
（
市
華
道

連
盟
会
長
）
が
出
演
し
、
林
崎
居

合
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
居
合

の
演
武
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
小
さ
な
子
規
さ
ん

見
ぃ
ー
つ
け
た
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

は
袖
崎
小
学
校
の
児
童
も
登
場
し
、

俳
句
や
将
来
の
夢
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

二
月
に
は
、「
千
住
真
理
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

国
内
外
で
活
躍
す
る
千
住
さ
ん

は
愛
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス

「
デ
ュ
ラ
ン
テ
ィ
」
と
共
に
「
感

傷
的
な
ワ
ル
ツ
」、「
チ
ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名

曲
に
加
え
、「
早
春
賦
」、「
故

郷
」
と
い
っ
た
日
本
の
曲
を
演
奏

し
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
が
奏

で
る
美
し
い
の
調
べ
が
、
観
客
の

皆
さ
ん
を
魅
了
す
る
大
好
評
の
演

奏
会
と
な
り
、
五
十
周
年
記
念
の

事
業
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

村
山
市
民
会
館

�

開
館
五
十
周
年
事
業
を
開
催

大地の祈りコンサート

「俳句王国がゆく」公開収録
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「
実
は
あ
の
時
…
…
」

最
上
川
美
術
館　

改
称
記
念

�

村
山
市
名
誉
市
民
「
小
松
均
展
」

最
上
徳
内
記
念
館

�

最
上
徳
内
生
誕
二
百
六
十
年
を
祝
う

　

皆
さ
ま
の
御
支
援
、
御
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、「
あ
の
日
は

暑
か
っ
た
」
の
幕
を
無
事
下
ろ
す

こ
と
が
出
来
、
ホ
ッ
と
胸
を
な
で

お
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
稽
古
中
が
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
、

満
州
の
寒
さ
を
実
感
し
た
い
と
天

童
や
山
形
の
製
氷
会
社
を
た
ず
ね

て
歩
き
、
氷
点
下
二
十
度
の
部
屋

に
入
れ
て
い
た
だ
き
そ
の
寒
さ
に

う
な
っ
た
り
、
装
置
、
衣

装
、
歌
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り

と
、
あ
れ
も
こ
れ
も
、
何

か
ら
何
ま
で
一
人
で
作
ら

ね
ば
な
ら
な
い
一
人
舞
台
、

猫
の
手
も
借
り
た
い
と
は

正
に
こ
の
こ
と
。
自
分
の

中
に
時
間
の
足
り
な
い
心

の
あ
せ
り
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
、
不
覚
に
も
本
番

六
日
前
の
大
雪
の
除
雪
中

に
鉄
板
を
右
足
親
ゆ
び
に

落
と
し
、
診
断
は
親

ゆ
び
複
雑
骨
折
全
治

二
カ
月
と
の
こ
と
。

「
う
そ
⁉
」
と
思
い

つ
つ
医
者
に
、「
実

は
、
六
日
後
に
舞
台

の
本
番
な
ん
で
す
が
、

舞
台
に
立
て
ま
す

か
？
」
と
聞
き
ま
す

と
「
痛
い
よ
、
痛
い
け
ど
自
分
が

我
慢
出
来
る
な
ら
や
れ
ば
い

い
。」
と
の
こ
と
。
不
思
議
で
す

ね
え
…
…
そ
れ
を
聞
い
た
途
端
に
、

「
や
れ
る
‼
」
…
…
で
も
痛
い
の

な
ん
の
、
本
番
は
冷
や
汗
も
の
で

し
た
。
え
っ
？
今
？
今
は
そ
の
痛

み
も
遠
ざ
か
り
、「
さ
て
今
年

は
…
…
」
と
新
し
い
夢
を
追
っ
て

ま
す
。

蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
を
集
め
、

「
郷
土
所
蔵
家
の
作
品　

村
山
市

名
誉
市
民　

小
松
均
展
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

日
本
画
家
と
し
て
大
成
し
、
文

化
功
労
者
と
な
っ
た
小
松
画
伯
は
、

生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
川
、

最
上
川
の
源
流
か
ら
河
口
ま
で
の

全
ル
ー
ト
を
描
く
こ
と
を
生
涯
の

念
願
と
し
、
壮
大
な
連
作
「
最
上

川
シ
リ
ー
ズ
」（
未
完
）
に
取
り

組
ま
れ
る
な
ど
、
最
上
川
に
深
い

ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
す
。

　

会
期
中
に
は
、「
隼
の
瀬
」「
三

ケ
瀬
」
な
ど
の
最
上
川
三
難
所
を

は
じ
め
と
す
る
最
上
川
を
題
材
に

し
た
力
強
い
作
品
や
、「
赤
富

士
」「
金
魚
」
な
ど
の
色
鮮
や
か

な
作
品
、
計
二
十
七
点
を
展
示
し
、

県
内
外
か
ら
千
七
百
名
を
超
え
る

来
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

最
上
川
美
術
館
へ
の
名
称
変
更

の
み
な
ら
ず
、
村
山
市
、
最
上
川
、

名
誉
市
民 

小
松
均
を
広
く
発
信

す
る
意
義
の
深
い
作
品
展
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
上
徳
内
生
誕
二
百
六
十
年
を

記
念
し
、
十
一
月
二
十
四
日
、
甑

葉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
最
上
徳
内

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
北
方
領
土
返
還
要
求
山
形

県
民
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
内
サ
ミ
ッ
ト
は
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
ラ
ー

に
北
海
道
厚
岸
町
長
、
青
森
県
野

辺
地
町
長
、
東
京
都
台
東
区
都
市

交
流
課
長
、
八
王
子
市
か
ら
徳
内

研
究
家
、
村
山
市
長
の
五
人
、

コ
ー
デ
ネ
ィ
タ
ー
に
最
上
徳
内
に

つ
い
て
の
著
書
も
あ
る
歴
史
作
家

の
乾
浩
氏
を
交
え
、
各
行
政
地
域

の
紹
介
か
ら
徳
内
と
の
関
連
、
徳

内
の
功
績
等
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
は
厚
岸
町
民
号
で
お
越
し
の

方
々
、
北
方
領
土
返
還
要
求
山
形

大
会
に
出
席
さ
れ
た
方
々
、
村
山

市
民
等
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。　

　

最
上
徳
内
記
念
館
で
は
、
生
誕

記
念
と
し
て
「
徳
内
と
シ
ー
ボ
ル

ト
が
研
究
し
た
ア
イ
ヌ
民
族
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
徳
内
に
縁

の
あ
る
地
域
に
関
わ
る
資
料
や
、

シ
ー
ボ
ル
ト
と
共
同
編
纂
し
た
ア

イ
ヌ
語
辞
典
、
樺
太
ア
イ
ヌ
の
犬

ソ
リ
の
絵
図
や
、
龍
の
刺
繍
の
衣

服
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
は

興
味
深
い
様
子
で
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

�

か
ら
す
笑
劇
場　

朝　

烏　

奉　

公

　

真
下
慶
治
記
念
美
術
館
が
、
平

成
二
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
最
上

川
美
術
館
に
名
称
を
変
更
し
た
こ

と
を
記
念
し
、
四
月
十
五
日
か
ら

六
月
二
十
一
日
ま
で
、
市
内
に
所 「小松均展」オープニング

「徳内サミット」パネルディスカッション



52 第
52
回  

村
山
市

　
第
五
十
二
回
村
山
市
芸
術
祭
は
、
十
月
三
十
日
の
「
津
軽
三
味
線
・
民
謡
・
舞
踊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
皮

切
り
に
、
十
二
月
十
七
日
の
か
ら
す
笑
劇
場
「
語
り
ラ
イ
ブ
」
ま
で
の
一
か
月
半
、
村
山
市
民
会
館
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
趣
向
を
こ
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
や
展
示
に
訪
れ
た
お
客
様
は
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

聴衆を魅了した「村山混声合唱団フェブリエ」

親父パワー全開！SKIPスーパーライブ

厚岸との合同写真展

満員の股旅舞踊チャリティーショー

温かい作品が並んだ手芸作品展

大作が出品された芸術祭美術展



52

美しいメロディを披露

個性が光る書の色紙展にぎわった芸術祭お茶会

立派な枝ぶりを披露したさつき盆栽展

ハーモニーが響いた北村山吹奏楽団秋のコンサート

労作が並んだ人形・押絵展

甘い香りに包まれた五流派合同のいけばな展

艶やかな日本舞踊公演 碁点焼陶芸教室作品展

秀逸な作品が展示された書道展
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「
演
劇
」
と
い
う
も
の
に
出

会
っ
て
十
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
。

現
在
は
劇
団
赤
ひ
げ
の
団
員
と

し
て
舞
台
に
立
っ
て
い
ま
す
が
、

一
つ
の
舞
台
を
作
り
始
め
る
と

き
の
「
今
回
は
ど
ん
な
舞
台
に

な
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
ワ
ク

ワ
ク
は
毎
回
褪
せ
る
こ
と
な
く

や
っ
て
き
ま
す
。
多
種
多
様
な

登
場
人
物
に
な
り
き
っ
て
物
語

を
進
め
て
い
く
過
程
は
、
一
種

の
「
変
身
体
験
」
や
「
異
世
界

旅
行
」
に
近
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
作
中
の
人
物
に
な
る
き

る
と
い
う
こ
と
は
難
し
く
、
興

味
深
く
、
そ
し
て
面
白
い
も
の

で
す
。
さ
ら
に
他
の
登
場
人
物

も
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
か

ら
、
相
手
に
も
合
わ
せ
て
動
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
互
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
す
り
合

わ
せ
て
作
品
を
作
っ
て
い
く
と

い
う
や
り
方
は
舞
台
芸
術
な
ら

で
は
の
も
の
で
、
そ
の
独
特
の

や
り
方
は
一
度
ハ
マ
る
と
抜
け

出
せ
な
い
中
毒
性
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
北
村
山
地
域
に
根

付
い
た
劇
団
と
し
て
、
皆
さ
ま

の
心
に
響
く
舞
台
を
こ
れ
か
ら

も
作
り
続
け
て
い
き
ま
す
。
普

段
と
は
少
し
違
っ
た
体
験
を
し

た
い
あ
な
た
、
私
た
ち
と
一
緒

に
舞
台
上
で
変
身
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

�

劇
団
赤
ひ
げ　

吉　

田　

峻
太
朗

�

村
山
吟
友
会　

鈴　

木　

忠　

彦

�

村
山
三
曲
協
会　

鈴　

木　

市　

子

演
劇
へ
の
誘
い

芸
術
祭
に
思
う

和
楽
器
が
織
り
成
す
優
雅
な
調
べ

　

第
五
十
二
回

村
山
市
芸
術
祭

も
盛
会
裡
の
内

に
閉
幕
し
ま
し

た
が
、
こ
の
時

期
に
な
り
ま
す

と
何
時
も
思
う

こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

あ
ま
り
に
も

極
端
な
言
い
方

で
す
が
、
芸
術

と
は
人
に
見
せ
る
も
の
な
の
か
そ
れ

と
も
芸
術
に
打
ち
込
ん
で
い
る
人
だ

け
が
楽
し
む
も
の
な
の
か
と
。

　

吟
友
会
の
場
合
観
客
は
ゼ
ロ
、
会

員
だ
け
が
一
生
懸
命
吟
じ
合
っ
て
、

与
え
ら
れ
た
芸
術
祭
の
日
程
を
消
化

し
て
い
る
が
、
何
か
物
足
り
な
さ
を

感
じ
る
の
で
す
。

　

他
の
団
体
の
状
況
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
観
客
が
多
か
っ
た
と
い

う
団
体
は
そ
う
多
く
な
い
の
が
実
態

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

芸
術
祭
も
半
世
紀
を
経
過
し
て
お

り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
よ
う
に

　

今
年
度
の
三
曲
協
会
は
、
お
琴
と

尺
八
と
三
味
線
だ
け
で
な
く
、
色
々

な
出
会
い
が
あ
り
こ
れ
ま
で
と
は
ひ

と
味
違
っ
た
演
奏
会
を
経
験
し
た
年

に
な
り
ま
し
た
。

　

外
部
に
お
け
る
演
奏
活
動
と
し
て
、

九
月
の
楯
岡
地
区
敬
老
会
で
は
茶
道

連
盟
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
、
お
琴
と

尺
八
の
茶
音
頭
の
曲
に
合
わ
せ
て
お

茶
を
点
て
る
と
い
う
、
お
作
法
と
の

息
も
バ
ッ
チ
リ
合
い
素
晴
ら
し
い
出

来
映
え
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
会
館

で
行
わ
れ
た
敬
老
会
に
ご
参
加
の
皆

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
か
ら
十
一
月
の
芸
術
祭
で
は
、

初
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
の
コ
ラ
ボ
で
、

邦
楽
と
洋
楽
の
相
性
も
良
く
、
琴
の

音
色
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
ア
ク
セ
ン

ト
を
加
え
、
こ
れ
も
ま
た
聞
き
ご
た

え
の
あ
る
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
毎
年
三
月
に
初
音
合
わ
せ

思
う
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
期
間
中
の
一
日
で

も
よ
い
か
ら
各
ジ
ャ
ン
ル
が
一
同

に
会
し
て
発
表
す
る
な
ど
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

い
ま
、
ど
の
団
体
も
入
会
者
が

少
な
く
先
細
り
に
あ
り
ま
す
。
芸

術
祭
を
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
観
て
貰
う
こ
と
に
よ
り
関
心
を

持
っ
て
貰
え
れ
ば
会
員
増
に
も
繋

が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

簡
単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

芸
文
協
と
し
て
も
観
せ
る
工
夫
、

観
て
貰
え
る
工
夫
な
ど
何
ら
か
の

手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
時
期
に
来

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。









































と
い
う
事
で
お
弾
き
初
め
会
を
し

て
懇
親
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
日
本
の
伝
統
音
楽
の
素

晴
ら
し
さ
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
き
、

若
い
方
々
や

今
ま
で
興
味

関
心
の
あ
ま

り
な
か
っ
た

方
々
に
も
親

し
ん
で
も
ら

い
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

「ちゃぶ台の詩」公演
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�

村
山
市
謡
曲
連
盟　

長　

岡　

孝　

二

�

三
味
線
民
謡
正
徳
会　

三
山　

徳
昭

謡
曲
の
活
動
と
現
況

三
味
線
・
民
謡�

正
徳
会�

三
十
周
年
記
念
発
表
会

　

私
達
謡
曲
連
盟
の
活
動
は
、
市

芸
術
祭
の
発
表
会
の
他
、
県
内
の

素
謡
会
の
発
表
会
に
賛
助
出
演
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
謡
曲
と
は

「
う
た
い
」
な
ど
と
も
言
わ
れ
、

能
の
舞
、
は
や
し
、
狂
言
を
抜
い

た
歌
の
部
分
の
台
本
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
謡
の
音
譜
に
は
、
上
音
、

中
音
、
下
音
、
又
ツ
ヨ
吟
、
ヨ
ワ

吟
等
が
あ
り
、
和
の
音
の
楽
し
み

が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
謡
の
練
習
は
、
テ
ー
プ
を

聞
き
な
が
ら
一
人
で
も
出
来
ま
す

が
、
師
範
の
先
生
に
付
い
て
謡
を

聞
き
、
オ
ウ
ム
返
し
の
よ
う
に
声

を
出
す
習
い
方
が
一
般
的
で
す
。

喜
謡
会
で
は
週
に
一
回
夜
に
先
生

の
所
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
謡
曲
を
習
い
始
め
た
頃
は

二
十
人
位
で
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
七
人
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
発
表
会
で
は
東
根
と
尾
花

沢
の
人
達
に
も
出
演
を
お
願
い
し
、

発
表
会
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
、
謡
曲
連
盟
が
抱
え
て
い
る

課
題
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
入
会

す
る
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
会
員
の
増
員
に
は
努
力
は
し

て
い
る
も
の
の
、
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
入
会
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
芸
文
協
関
係
者
の
皆

様
に
は
、
正
徳
会
の
活
動
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
は
い

よ
い
よ
私
達
正
徳
会
に
と
っ
て
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
三
十
周

年
記
念
発
表
会
」
が
村
山
市
民
会

館
を
会
場
に
し
て
十
月
二
十
九
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

発
表
会
の
一
番
の
見
所
で
す
が
、

や
は
り
津
軽
三
味
線
の
大
合
奏
で

す
。
当
会
の
流
派
で
あ
る
「
貢
正

流
」
の
仲
間
の
応
援
も
得
て
、
一

二
〇
～
一
三
〇
名
の
津
軽
三
味
線

大
合
奏
を
予
定
し
て
お
り
、
県
内

で
は
勿
論
の
こ
と
、
全
国
的
に
も

な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
も
の
を
お

見
せ
で
き
る
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
津
軽
民
謡
の
本
場
で
あ

る
青
森
の
唄
い
手
さ
ん
や
、
貢
正

流
の
宗
家
・
家
元
先
生
を
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
多
数
の
ゲ
ス
ト
を
招

き
、
一
流
の
唄
や
踊
り
を
揃
え
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準
備
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
今
、
民
謡
会
で
も
高
齢
化

等
々
に
よ
り
大
々
的
に
発
表
会
を

行
わ
な
い
会
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

も
民
謡
を
扱
う
番
組
が
減
少
し
、

な
か
な
か
民
謡
を
耳
に
す
る
機
会

が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
唄
・
民
謡
を
後
世

に
唄
い
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、

一
流
の
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
て

皆
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
き
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
当
会
の

発
展
、
ひ
い
て
は
民
謡
の
発
展
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
主
を
中
心
に
舞
台
構

成
を
練
り
、
会
員
一
同
、
日
々
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
是
非
、
迫

力
の
生
の
大
合
奏
を
見
に
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　村山市芸術祭開幕式の席上、平成28年度芸
術文化功労者が表彰されました。誠におめでと
うございます。� （10月27日市民会館）

芸術文化功労者を表彰

【功労章】
若
柳
朋
二
三
（
楯
岡
・
日
本
舞
踊
若
二
三
会
）

【栄光章】
村
山
市
立
楯
岡
小
学
校
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

＝ 

平
成
二
十
七
年
度
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト　

第
四
十
三
回
東
北
大
会 
銀
賞

笹
原　

美
楓
（
戸
沢
・
書
道
会
）

＝
平
成
二
十
七
年
度
改
組
第
二
回
日
展　

入
選

【感謝状】
内
山　

初
子
（
楯
岡
・
社
会
音
楽
連
盟
）

森
谷　

悠
子
（
楯
岡
・
社
会
音
楽
連
盟
）

齊
藤　

孝
行
（
尾
花
沢
市
・
劇
団
赤
ひ
げ
）

坂
木　

良
一
（
尾
花
沢
市
・
劇
団
赤
ひ
げ
）

井
澤　

主
子
（
戸
沢
・
大
正
琴
連
盟
）

平
山　

龍
一
（
大
倉
・
杉
島
諏
訪
太
鼓
保
存
会
）
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平
成
二
十
八
度
全
日
本
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
第
四
十
四
回

東
北
大
会
に
、
楯
岡
小
学
校
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
部
が
出
場
し
銅
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
東
北
大
会
出
場
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
二
年
連
続
で

す
。

　

今
年
度
は
、
五
年
生
の
岩
崎
真

央
さ
ん
（T

p

）、
佐
藤
日
和
さ
ん

（H
r

）、
髙
橋
仁
子
さ
ん
（T

b

）、

髙
橋
さ
く
ら
さ
ん
（T

ub

）
と
四

年
生
の
佐
藤
凛
さ
ん
（T

p

）、
柴

田
楓
香
さ
ん
（H

r

）
に
よ
る
金

管
六
重
奏
で
Ｔ
・
ス
ザ
ー
ト
作
曲

「
舞
曲
集
よ
り
モ
ー
ル
人
の
踊
り
、

戦
い
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

部
の
活
動
は
、
六
月
頃
か
ら
九

月
ま
で
は
月
二
回
ほ
ど
で
基
礎
練

習
を
行
い
ま
す
。
十
月
に
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
本
格
的
な
練
習
に

入
っ
て
か
ら
は
週
二
回
か
ら
三
回
、

社
会
音
楽
連
盟
の
北
村
山
吹
奏
楽

団
や
ジ
ャ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
所
属
の
方
々
の
指
導

の
も
と
練
習
を
重
ね
、
そ
の
努
力

の
成
果
が
二
年
連
続
東
北
大
会
出

場
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

顧
問
の
菊
地
友
則
先
生
は
、

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
は
今
後
も
地

域
の
力
を
結
集
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
芸
術
、
文
化
の
花
を
伝
え
て

い
く
ひ
と
つ
の
機
会
で
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
三
年
連

続
東
北
大
会
出
場
目
指
し
て
が
ん

ば
り
ま
す
。」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
楽

し
み
で
す
ね
。
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あ
と
が
き

あ
と
が
き

芸
文
だ
よ
り
編
集
委
員

秋
　
生
　
悦
　
雄

（
村
山
吟
友
会
）

吉
　
田
　
峻
太
朗

（
劇
団
赤
ひ
げ
）

長
　
岡
　
孝
　
二

（
村
山
市
謡
曲
連
盟
）

鈴
　
木
　
慶
　
華

（
村
山
三
曲
協
会
）

星
　
川
　
英
　
子

（
三
味
線
民
謡　

正
徳
会
）

堀
　
　
　
澄
　
雄

（
村
山
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
）

　

も
の
ぐ
さ
な
私
は
、
よ
く
二
～

三
ｍ
先
の
ご
み
箱
に
物
を
投
げ
入

れ
る
。
当
然
、
う
ま
く
ご
み
箱
内

に
ゴ
ミ
が
入
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

入
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、

最
近
う
ま
く
入
る
割
合
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
年
と
と
も
に
運
動

能
力
が
低
下
す
る
も
の
だ
が
、
軽

運
動
精
度
は
向
上
す
る
と
勝
手
に

思
っ
て
い
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
輪
投
げ
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
好
成
績
を
あ
げ

て
い
る
人
に
は
、
高
齢
者
が
結
構

い
る
。
ま
し
て
や
芸
術
文
化
活
動

は
、
歳
を
取
っ
た
と
嘆
く
必
要
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

年
齢
と
共
に
向
上
す
る
も
の
も

あ
る
と
前
向
き
に
考
え
、
各
自
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。 （
編
集
委
員
長　

秋
生
悦
雄
）

注
目
！
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
　
　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
　

き
く
ち
い
ま
さ
ん

『
き
も
の
生
活
の
ス
ス
メ
』

こ
ん
に
ち
は
、
き
く
ち
い
ま
で
す
。

わ
た
し
は
ほ
ぼ
毎
日
き
も
の
を
着
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

よ
く
聞
か
れ
る
の
が
「
今
日
は
な
に
か
あ
る
ん
で
す
か
？
」
…
…

い
い
え
、
特
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
好
き
で
着
て
い
る
だ
け
で
す
。

き
も
の
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
。
難
し
く
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

き
も
の
を
ふ
だ
ん
着
に
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
の
景
色
が
色
濃
く
見
え
る
よ

う
な
気
が
し
た
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
ふ
と
気
付
く
よ
う
な
こ
と
が
増

え
た
り
し
た
ら
、
と
て
も
す
て
き
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

い
つ
も
の
と
こ
ろ
に
、
あ
え
て
き
も
の
で
行
く
楽
し
さ
。

だ
れ
か
に
「
い
い
わ
ね
」
と
褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
。

自
分
の
中
に
、
一
本
芯
が
入
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
清
々
し
さ
。

き
れ
い
に
着
よ
う
と
が
ん
ば
り
す
ぎ
ず
、
ま
じ
め
に
着
な
き
ゃ
と
気
負
い
す

ぎ
ず
、
堂
々
と
、
楽
し
く
、
ま
ず
は
羽
織
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ゆ
っ
く
り
、
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

き
も
の
を
楽
し
む
す
べ
て
の
人
に
、
心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
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サ
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平
成
二
十
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村
山
市
芸
文
協
の
う
ご
き

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

一
九
七
三
年
山
形
県
生
ま
れ

　

大
学
を
卒
業
後
、
東
京
・
日
本
橋

に
あ
る
着
物
の
広
告
・
雑
誌
の
会
社

に
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
入
社
。

　

一
九
九
九
年
、
フ
リ
ー
の
ラ
イ

タ
ー
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て

独
立
。
イ
ラ
ス
ト
と
エ
ッ
セ
イ
を
組

み
合
わ
せ
た
作
風
で
、
着
物
ラ
イ
フ

や
日
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
綴
る
。
執

筆
の
他
、
着
物
や
帯
な
ど
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
も
手
が
け
る
。
家
で
は
三

世
代
同
居
で
三
児
の
母
。
よ
ほ
ど
の

こ
と
が
な
い
限
り
、
ほ
ぼ
一
年
中
着

物
で
過
ご
し
て
い
る
。
村
山
市
在
住
。


